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＜外来情報＞

・佐々木　常夫様～起床時の火照り、頭痛の訴え、脈拍120回/分と頻脈あり。本人希望にてビソプロフェン（不整脈用剤）、エマンダキシン（抗不安剤）追加処方となっている。

＜新患情報＞

・6/22（月）　川崎　将様（23）　窪田Ｄｒ　9：30来院　10：00診察予定

　　　　　　　八戸中央高校卒業後、ビジネスホテルの清掃として就職。3年前（本人20歳頃）退職し、以後は短期のアルバイト等転々、H26年3月契約満了に伴い退職。以後は就職する事無く、無職。H26.2月頃より徐々に昼夜逆転となり、夜間不眠で朝方入眠。6～7時間程睡眠をとり覚醒する生活を続け、1回/週ではあるが、昼過ぎに起床後“はちのへ若者サポートステーション”へ行き現状について面談を行っている。面談の際一度専門病院受診を勧められ当院受診予定。

　　　　　　　

福田　純子様（35）　川端Ｄｒ　12：30来院　

　　　　　　　国際医療福祉大学卒業。本人25歳時現在の夫と結婚。2子を儲けるが次男は自閉症。元来生理前になると苛々感出現し、情緒不安定となる事が多くあった。精神的に安定しているのは生理終了後から、排卵前までの1週間程度と短かった。今回次男の中でこだわる行動がみられ、やめてほしいと思い注意するが、行動がエスカレート。どうしようも出来ず、6/13（土）次男を叩き、つねってしまったという。情緒不安定さを改善したという希望から、当院受診予定。

・6/24（水）　船場　六郎様（75）　川端Ｄｒ　11：30来院　12：30診察

　　　　　　　H24年頃、八戸西脳神経クリニックにて脳梗塞と診断され、八戸赤十字病

院・ﾒﾃﾞｨｶﾙｺｰﾄ八戸西病院へ入院歴あり。退院後は自宅療養となり、近医の

奥寺整形外科に一人で通院。通院費の支払いをせず一人で好きなものを購

入する事に使っており、支払いの必要性を理解できていない様子であった。

徐々に「(置いていた)物がなくなった」と探し物をする、意欲低下、理解

の乏しさ、衣類を何枚も重ね着する事が出現。H27年に入り、妻に対し易怒

性、粗暴的となる事が出現。H27年6月、妻が乳がんの疑いがあり入院の可

能性が出てきたことから、本人の介護についてH27.6.17八戸市介護保険課

(対応：村本様)に相談。認知症の診断がされておらず、介護保険申請をす

すめる際に詳しい検査が必要になる事、現状では施設でも対応できない可

能性がある為、入院治療をお願いしてみてはどうかと説明を受け、精神科

の受診を勧められ当院受診予定。

・6/26（金）　佐藤　健太様（24）　伊藤Ｄｒ　10：00来院

　　　　　　　現在八戸学院大学へ通学中。7～8年程前より下痢・吐気、時に字の読み書きが出来たり出来なかったと言った症状が出現。近医のメンタルケア（詳しい病院の名前は不明）病院受診。当時野球部に所属していた事から、部活がハードでありそのストレスから来るものではないか？と説明を受け2年程通院。その後東北大学へ転院、2年程通院。大学へ進学直後は症状改善傾向であったが、2年程前よりテスト勉強やレポート提出に追われた事をきっかけに下痢・吐気・字の読み書きが出来たり出来なかったりと言った症状が再度出現。症状持続している事から専門病院での治療を希望し当院受診予定。

